
3 よしかわ議会だより

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

１
億
８
１
５
０
万
円

　

都
市
計
画
道
路
越
谷
吉
川
線

整
備
に
あ
た
り
、
大
場
川
に
橋

を
架
け
る
た
め
、
令
和
元
年
度

は
、
橋
げ
た
を
支
え
る
橋
台
を

右
岸
・
左
岸
に
そ
れ
ぞ
れ
１
基

ず
つ
設
置
す
る
工
事
を
行
い
ま

す
。

吉
川
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
料
等
に
関
す
る
条
例

　

国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
会

計
年
度
任
用
職
員
（
１
会
計
年

度
の
範
囲
内
で
採
用
さ
れ
る
非

常
勤
職
員
の
こ
と
）
の
給
与
等

を
定
め
る
と
と
も
に
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

吉
川
市
庁
舎
建
設
基
金
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
対
す
る
付
帯

意
見

　

庁
舎
建
設
事
業
の
完
了
に
伴

い
、
庁
舎
建
設
基
金
を
廃
止
す

る
、
吉
川
市
庁
舎
建
設
条
例
に

対
し
、
次
の
と
お
り
付
帯
意
見

が
な
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
付
帯
意
見
】

「
基
金
の
移
行
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
と
、
跡
地
利
活
用
の
支
障
と

な
ら
な
い
よ
う
、
地
盤
・
地
質

調
査
等
の
検
討
を
行
う
こ
と
。」

議
員
提
出
議
案

意
見
書

　

今
定
例
会
で
は
、
意
見
書
４
件
を

上
程
し
、
全
て
可
決
さ
れ
、
内
閣
総

理
大
臣
等
へ
送
付
し
ま
し
た
。

（
一
部
抜
粋
）

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
移

動
手
段
の
確
保
を
求
め
る
意
見

書
　

高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
が
続
い

て
い
る
。
国
は
17
年
施
行
の
改
正
道

路
交
通
法
で
、
75
歳
以
上
の
免
許
保

持
者
は
違
反
時
や
免
許
更
新
時
に
認

知
機
能
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
義
務

付
け
た
が
、
い
ま
や
高
齢
運
転
者
の

安
全
対
策
及
び
安
全
運
転
支
援
の
取

り
組
み
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ

る
。
ま
た
、
過
疎
地
域
を
中
心
に
、

未
だ
「
生
活
の
足
」
と
し
て
車
が
欠

か
せ
な
い
高
齢
者
も
多
い
中
、
自
主

的
に
免
許
を
返
納
し
た
場
合
な
ど
の

地
域
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
も

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
体

や
民
間
事
業
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

総
合
的
な
事
故
防
止
策
と
し
て
の
、

高
齢
運
転
者
の
安
全
運
転
支
援
と
地

域
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
を
進

め
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早

急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ペ
ダ
ル
踏
み

間
違
い
時
の
急
加
速
を
防
ぐ
機
能
な

ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
支

援
す
る
装
置
を
搭
載
し
た
「
安
全
運

転
サ
ポ
ー
ト
車
」（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
）

や
後
付
け
の
「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

時
加
速
抑
制
装
置
」
の
普
及
を
一
層

加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
購
入
支
援
策
を
検
討
す

る
こ
と
。

他
２
項
目

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
か
か
わ
る
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
の
対
象
期
間
延
長
を

求
め
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、
西

日
本
豪
雨
災
害
等
大
規
模
災
害
な
ど

の
避
難
所
と
な
っ
て
い
る
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
要
望
が
高

ま
り
、
埼
玉
県
内
で
も
計
画
的
な
整

備
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
進
め
る

う
え
で
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

は
、
①
地
方
債
の
充
当
率
１
０
０
％
、

②
交
付
税
措
置
＝
元
利
償
還
金
に
つ

い
て
そ
の
70
％
を
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
、
の
２
点
が
地
方
公
共
団
体

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
財
源
保
障

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
事
業
債
は
、
２
０
２
０
年
（
令

和
２
年
）
度
に
終
了
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
事
業
計
画
策
定
の
う
え
で
大

き
な
不
安
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
当

市
に
お
い
て
も
、
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
事

業
債
の
対
象
期
間
の
継
続
が
切
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
防
災
・
減
災
対
策
に

引
き
続
き
取
り
組
め
る
よ
う
に
、「
東

日
本
大
震
災
に
係
る
復
興
・
創
生
期

間
で
あ
る
平
成
32
年
度
（
令
和
２
年

度
）
ま
で
」
と
さ
れ
て
い
る
緊
急
防

災
・
減
災
事
業
債
の
対
象
事
業
年
度

を
２
０
２
０
年
度
以
降
も
継
続
で
き

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施

行
に
伴
う
、
国
の
地
方
自
治
体

へ
の
十
分
な
財
政
措
置
を
求
め

る
意
見
書

　

２
０
１
６
年
に
実
施
し
た
総
務
省

調
査
に
よ
る
と
、
自
治
体
で
働
く
臨

時
・
非
常
勤
職
員
は
全
国
で
64
万
人

と
さ
れ
、
い
ま
や
自
治
体
職
員
の
３

人
に
１
人
が
臨
時
・
非
常
勤
職
員
で

あ
る
。

　

職
種
は
行
政
事
務
職
の
ほ
か
保
育

士
、
学
童
指
導
員
、
看
護
師
、
医
療

技
術
者
、
各
種
相
談
員
、
公
民
館
職

員
、
学
校
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

そ
の
多
く
の
職
員
が
恒
常
的
業
務
に

就
い
て
お
り
、
地
方
行
政
の
重
要
な

担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
４
月
の
法
施
行
に
向

け
て
、
各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
任

用
実
態
の
調
査
、
把
握
の
ほ
か
、
関

係
条
例
・
規
則
等
の
改
正
や
待
遇
改

善
に
伴
う
新
た
な
予
算
の
確
保
な
ど

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
と
量
の
維
持
や
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
、
任
用
の

安
定
の
観
点
か
ら
、
次
の
こ
と
が
措

置
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
制

度
化
に
伴
う
賃
金
労
働
条
件
の
整
備

に
必
要
な
地
方
自
治
体
の
財
政
負
担

の
増
大
に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
法

及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
お

け
る
国
会
の
付
帯
決
議
に
基
づ
き
、

国
の
財
政
措
置
を
早
期
に
明
確
に
し
、

必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

他
１
項
目

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い

て
国
会
審
議
を
求
め
る
意
見
書

　

２
０
１
５
年
12
月
、
最
高
裁
判
所

は
夫
婦
同
姓
規
定
自
体
を
合
憲
と
判

断
し
ま
し
た
。
特
に
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
に
つ
い
て
は
「
合
理
性
が
な

い
と
断
ず
る
も
の
で
は
な
い
」
と
言

及
し
、
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

「
国
会
で
論
じ
ら
れ
、
判
断
さ
れ
る

べ
き
」
と
し
ま
し
た
。
選
択
的
夫
婦

別
姓
制
度
の
導
入
は
、「
家
族
で
同

じ
姓
の
方
が
一
体
感
が
深
ま
る
」
と

考
え
る
カ
ッ
プ
ル
が
引
き
続
き
夫
婦

同
姓
で
結
婚
で
き
る
一
方
で
、
必
要

な
カ
ッ
プ
ル
は
夫
婦
別
姓
を
選
べ
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
男
女
が
改

姓
に
よ
る
不
利
益
を
案
ず
る
こ
と
な

く
結
婚
・
出
産
し
、
老
後
も
法
的
な

家
族
と
し
て
支
え
合
え
る
社
会
を
実

現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
少
子
化

対
策
の
一
助
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
の
本
人
確
認
な
ど
、
２
つ
の

「
姓
」
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ
る

混
乱
や
、
事
実
婚
増
加
に
よ
る
婚
姻

制
度
の
形
骸
化
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
法
的
根
拠
の
あ
る

生
ま
れ
持
っ
た
氏
名
で
キ
ャ
リ
ア
を

継
続
で
き
る
こ
と
か
ら
、「
女
性
活

躍
」
の
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
及
び
国
会
に
対
し
、

男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
社
会
実

現
の
た
め
に
も
、
選
択
的
夫
婦
別
姓

に
つ
い
て
法
制
化
を
求
め
ま
す
。

天
皇
陛
下
御
即
位
を
祝
す
賀
詞

奉
呈

　

10
月
22
日
に
執
り
行
わ
れ
た

即
位
礼
正
殿
の
儀
に
合
わ
せ
、

天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
お
祝
い

す
る
た
め
、
次
の
賀
詞
を
奉
呈

し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
に
お
か
れ
て
は

５
月
1
日
に
御
即
位
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は　

誠
に
慶
賀
に
た
え
な
い

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

こ
こ
に
吉
川
市
議
会
は　

市
民
と

と
も
に
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す

　　

令
和
元
年
９
月
24
日

　

吉
川
市
議
会

賀
詞
全
文

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
意
見
書
の
全
文

や
会
議
録
な
ど
が
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検 索吉川市議会

Auto Brake!


